
No.595

茨城郡小川村（小美玉市）生まれ。本名は資章。
号は棗軒。文政 2年（1819） に本間益軒の養子
となり、医業を志すことを決め、翌年17 歳で
江戸に出て、水戸藩医の原南陽に師事する。
その後、蘭方医学や儒学を学ぶ。また、和歌
山藩の華岡青洲の門をたたき、外科の技術を
学んで習得するほか、長崎に出て、シーボルト
からも医術を学ぶ。文政11年（1828）小川村に
帰郷し、益軒の下で医療活動を始める。天保
14年（1843）に水戸藩の侍医に登用され、弘
道館の医学館教授を兼ねる。玄調の活動は、
診療や教育の他に種痘法の普及や著述など多
方面にわたっている。『内科秘録』（茨城県立歴史館蔵）

（茨城県立歴史館蔵）

水戸藩種痘の功労者
小美玉市・水戸市

本間  玄調 　ほんま げんちょう

文化元年（1804）－明治5年（1872）

（一般社団法人）

▼

▼

▼

新春賀詞交歓会を開催

小学生に建設業の魅力を PR

建災防県支部の 31 年度上半期講習日程

http://www.ibaken.or.jp/


冒頭、石津健光会長は「平

成最後となる新春を皆さま

とお祝いできることはこの

上ない喜び」とし、昨年を

「ＩＣＴを活用した生産性

の向上や、週休２日制の導

入、定着をはじめとする働き方改革への対応を

大きく迫られた年だった」と振り返りました。

そして、県や国土交通省の協力のもと、週

休２日制促進に向けて県内公共工事一斉休工

日を設定したことを紹介し、「まずは試行とい

う形で行い、取組状況や問題点などを調査し、

新年度からの本格的な実施につなげてまいり

たい」と意欲を示しました。

最後に「建設業界は地域インフラの整備

や維持管理、災害への対応など、最前線で

安全・安心を確保する地域の守り手として

の役割を担っている。地域の基幹産業とし

ての社会的使命をしっかりと果たしていく」

と結びました。

その後、来賓各位がそれぞれ祝辞を披露。

来賓の紹介後には、高橋靖水戸市長の発声で

出席者全員が乾杯し、本年のさらなる飛躍を

誓い合いました。

働き方改革などを一層推進
平成３1年新春賀詞交歓会を開催

本会は１月11日、（一財）県建設技術管理センター、県建設業協同組合とともに、平
成 31年新春賀詞交歓会を水戸市の水戸京成ホテルで開催しました。来賓や会員など約
250 人が出席。働き方改革や生産性向上などの取り組みをより一層進め、県民の安全・
安心を確保する地域の守り手としての役割を果たしていくことを誓い合いました。

議員や行政幹部、関係団体など約 250 人が出席しました

高橋水戸市長の音頭で乾杯し、さらなる飛躍を誓いました

石津会長
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地域の守り手としての役割果たす

大井川 和彦　茨城県知事

梶山 弘志　衆議院議員（自由民主党県支部連合会会長）

神田 裕　衆議院議員

岡田 広　参議院議員

上月 良祐　参議院議員

佐藤 信秋　参議院議員

昨年は自然災害が多発し、
本県も台風などの被害を受け
ました。県土の強靭化のニー
ズは大きく、河川などの整備を
中心に、優先順位をしっかりと
決め、メリハリをつけた形で進
捗が目に見えるよう工事を進
め、引き続き災害に強い県土
づくりを推進していきます。

平成は大きな変化のあった
時代でした。右肩上がりの時
代ではなくなり、そうした変化
にしなやかに対応できる社会
づくり、業界づくりが今後の
課題になります。災害の少な
い地域づくりや、将来、多く
の方が地域を訪れることがで
きるようなインフラ整備に全
力で頑張りたいと思います。

皆さまには本県経済を支え
る基幹産業として大変なご貢
献をいただいているととも
に、地域の安全・安心を守る
という大切な役割も担ってい
ただいています。本年が実り
ある素晴らしい年となること
をご祈念申し上げます。

昨年６月に働き方改革関連
法案が成立し、時間外労働の
上限規制や年休の取得義務な
ど、今後、建設業もさまざま
な変化があると思います。週
休２日制の実現には働く人の
賃金の上昇などといった環境
づくりが必要なので、しっか
り対応してまいります。

現場の声をしっかりと聞
き、地元発注や適切な価格、
工期の設定などを行政に働き
掛けていきます。地域経済の
活性化のために、官公需と民
需が良い循環を生み出し、ソ
フトとハードが連携して事業
につながっていくよう頑張っ
てまいります。

若者や女性の入職を増やす
には、建設業を新しい３Ｋ（給
料・休暇・希望）の職場にし
て、魅力ある産業にしていか
なければなりません。これは
国・県・市町村など発注者の
責任でもあります。皆さまと
一緒になって、良い社会づく
りに努力していきます。

ご来賓から祝辞を頂きました

賀
詞
交
歓
会

参
加
者
の
声

◆いつ起こるかわからない災害への備えを
大切にしたい。防災・減災対策がより一層
進む年となることを期待する（県北）

◆自治体との連携を深めつつ、人材育成や
会員の維持・拡大などに取り組んでいき
たい（県央）

◆業界が発展し、明るく希望の持てる、飛躍
の年となることを期待している（鹿行）

◆本年は亥年で平成最後の年。イノシシの

ように常に前へとチャレンジしていきたい
（県南）

◆働き方改革や生産性向上に対応するた
め、週休２日制やＩＣＴ活用の研修会等を
開催していきたい（県西）

◆学生などと直接ふれあいながら、入職者の
確保に向けて活動をますます盛んにしてい
きたい。ＩＣＴ講習会なども精力的に開催
していく（未来協）
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全国建産連が講習と認定試験全国建産連が講習と認定試験
ドローン活用し生産性向上

小学生に建設業の魅力ＰＲ 40人が東関道の
現場を体験

担当者から説明を受ける子どもたち

全国建設産業団体連合会（渡邉勇雄会長、全国
建産連）は昨年末、県建設産業団体連合会（石津
健光会長）と協力し、ひたちなか市の笠松運動公
園でドローンの操縦士育成講習（Ａコース）と操
縦士認定試験（Ｂコース）を実施。Ａコース参加
者は基礎を学び、Ｂコース参加者は認定資格の取
得を目指し、筆記や実技の試験に挑みました。

Ａコースには８人が参加し、３日間で操縦や撮
影、メンテナンスなどの基本技術を学びました。

Ｂコースは 10 時間以上の飛行経験者 18 人が参
加。認定講座で専門的な知識を取得した後、筆記
や実技の試験を受けました。その後の結果発表で
は、見事 18 人全員が合格となりました。

全国建産連では「建産連ドローン操作資格認定
制度」の創設を目指しており、昨年度からＵＡＶ
に関連した各種講習会を開催しています。今回は
定員を上回る申し込みがあり、反響が大きかった
ことから、来年度も開催する見通しです。

講習と認定試験が行われました

重機の操作にチャレンジ

本会は１月 19 日、茨城県教育財団県立中央青
年の家のイベント「Ｉ Ｌｏｖｅ いばらき！」に
協力しました。県内の小学生約 40 人が行方市次
木の東関東自動車道の地盤改良工事現場を訪れ、
重機や高所作業車の試乗、小型消波ブロックづ
くりなどを通して建設業の魅力に触れました。

参加した児童たちは、常総国道事務所の担当

者から東関東自動車道の事業概要について説明
を受けたあと、５つのグループに分かれ、高所
作業車や重機に試乗。ドローンで撮影した映像
のリアルタイム視聴も行いました。

体験終了後に児童たちは「初めて重機を運転
できて楽しかった」「ドローンを近くで見られて
よかった」などと感想を話していました。



大子工務所と意見交換大子大子大子子大 支支部支部支部支部部大子大子大子子大 支支部支部支部部
活動活動活動活 報報告報告報告告活動活動活動活 報報告報告報告告

大子支部
活動報告
大子支部
活動報告

工事の安全対策学ぶ境支境支境支境支境 部部部部境支支境支境支部部部部
活動活動活動活 報報告報告報告告活動活動活動活 報報告報告報告告

境支部
活動報告
境支部
活動報告
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大子支部（大藤博文支部長）は昨年 12 月 18 日、
大子合同庁舎で県大子工務所（清代英明所長）と
の意見交換会を開催しました。設計内容や働き方
改革、検査のあり方、ＩＣＴ施工などを議題とし

て、活発に議論を交わしました。
大子支部から６人、大子工務所から４人が出

席。大子支部は設計図面と現場状況との差異、交
通誘導員の実際の日当たり施工量と標準施工量
の乖離への対応、書類の簡素化による業務量の削
減などを要望しました。また、働き方改革やＩＣ
Ｔ施工に対する大子工務所の考え方などについ
て質問し、これらの提案や意見に対して、大子工
務所が回答しました。

清代所長は「意見交換会を通じて、現場で抱え
ている問題点などを共有することができたと思
う。現在の建設業界は変革の時期にあると考えて
いる。この機会を逃さず、大子支部の皆さまと協
力して新しいことに挑戦していきたい」と話しま
した。

境支部（新井孝支部長）は１月 20 日、県境工
事事務所（瀬川潔所長）とともに同支部会館で勉
強会を開催しました。支部員や境工事事務所の職
員など約 50 人が参加し、フルハーネス型安全帯
や工事の安全対策などについて学びました。

会に先立ち、瀬川所長、新井支部長がそれぞれ
あいさつ。

勉強会では、建設業労働災害防止協会茨城県支
部の塚本晋次事務局長が「フルハーネス型安全帯
義務化に向けての説明」と題し、従来の安全帯と
墜落制止用器具の違い、特別教育が必要となる作
業、作業時のポイントなどを解説しました。

続いて、境工事事務所の沖田茂雄検査監が「建
設工事安全対策の計画と管理」について事故事例

などを交えながら、再発防止策や安全管理のポイ
ントなどを話すとともに、安全管理を意識した施
工計画書の作成例などを説明しました。

働き方改革などについて意見を交換しました

安全に対する意識を高めました



月 日 曜 日 講  習  名 会   場 備  考

4 2 3 火 水
玉掛け

鹿島港湾福祉センター （学科）

4 5 木 金 サンロード鹿島駐車場 （実技）4、5 日のいずれか

8 月 フルハーネス型安全帯特別教育 古河市商工会三和事務所  ○ 

9 10 火 水
小型移動式クレーンの運転

サンロード鹿島 （学科）

11 12 木 金 サンロード鹿島駐車場 （実技）11、12 日のいずれか

16 17 火 水
玉掛け

建荷協研修センター （学科）

18 19 木 金 建荷協研修センター （実技）18、19 日のいずれか

23 24 火 水
高所作業車の運転

建荷協研修センター （学科）

25 26 木 金 建荷協研修センター （実技）25、26 日のいずれか

27 土 フルハーネス型安全帯特別教育 建荷協研修センター

29 30 月 火
小型車両系建設機械（整地・運搬・

積込み用及び掘削用）の運転
建荷協研修センター （30 日実技）

5 7 8 火 水 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

9 10 木 金 足場作業主任者 建荷協研修センター

11 土 フルハーネス型安全帯特別教育 建荷協研修センター

14 15 火 水
小型移動式クレーンの運転

建荷協研修センター （学科）

16 17 木 金 建荷協研修センター （実技）16、17 日のいずれか

15 水 刈払機取扱作業者 建荷協研修センター2階

18 土 フルハーネス型安全帯特別教育 建荷協研修センター

21 22 火 水
玉掛け

茨城県建設業協会筑西支部会館（学科）

23 24 木 金 茨城県トラック協会県西地区研修会館駐車場（実技）23、24 日のいずれか

27 28 月 火 地山の掘削及び
土止め支保工作業主任者

建荷協研修センター
29 水

30 31 木 金 足場作業主任者 茨城県建設業協会高萩支部会館

6 1 土 フルハーネス型安全帯特別教育 建荷協研修センター

4 5 火 水
高所作業車の運転

古河市商工会三和事務所  ○（学科）

6 7 木 金 古河市商工会三和事務所駐車場  ○（実技）6、7 日のいずれか

10 月 フルハーネス型安全帯特別教育 茨城県建設業協会高萩支部会館

11 12 火 水
高所作業車の運転

建荷協研修センター  （学科）

13 14 木 金 建荷協研修センター  （実技）13、14 日のいずれか

17 18 月 火 足場作業主任者 鹿島ハイツスポーツプラザ

19 20 水 木 地山の掘削及び
土止め支保工作業主任者

つくば市商工会谷田部支所会館  ○ 
21 金

24 月 自由研削といしの取替等の業務 建荷協研修センター 2 階

24 25 月 火 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

25 26 火 水
高所作業車の運転

鹿島港湾福祉センター （学科）

27 28 木 金 鹿島港湾福祉センター （実技）27、28 日のいずれか

29 土 フルハーネス型安全帯特別教育 建荷協研修センター

建設業労働災害防止協会茨城県支部
平成31年度開催予定表（上半期）
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月 日 曜 日 講  習  名 会   場 備  考

7 2 3 火 水
玉掛け

つくば市商工会谷田部支所会館  ○（学科）

4 5 木 金 つくば市商工会谷田部支所会館  ○（実技）4、5 日のいずれか

9 10 火 水
小型移動式クレーンの運転

石下建設会館 （学科）

11 12 木 金 石下建設会館駐車場 （実技）11、12 日のいずれか

15 16 月 火 ローラー系機械(締固め用）の運転 建荷協研修センター （16 日実技）

16 17 火 水 型枠支保工作業主任者 建荷協研修センター2階

17 18 水 木 足場作業主任者 建荷協研修センター

22 23 月 火 職長・安全衛生責任者 牛久市商工会館  ○ 

24 25 水 木 木造作業主任者 建荷協研修センター

26 金 足場の特別教育 石下建設会館

29 30 月 火 石綿作業主任者 建荷協研修センター

31 水 フルハーネス型安全帯特別教育 つくば市商工会谷田部支所会館  ○ 

8 1 2 木 金 建築鉄骨作業主任者 建荷協研修センター

5 月 刈払機取扱作業者 茨城県建設業協会筑西支部会館

6 7 火 水 足場作業主任者 牛久市商工会館  ○ 

8 9 木 金 職長・安全衛生責任者 古河市商工会三和事務所  ○ 

16 金 職長・安全衛生責任者能力向上 建荷協研修センター

19 月 現場管理者統括管理 建荷協研修センター

20 火 丸のこ等取扱作業従事者 茨城県建設業協会筑西支部会館

21 水 フルハーネス型安全帯特別教育 建荷協研修センター

22 23 木 金
車両系建設機械（整地・運搬・
積込み用及び掘削用）の運転

建荷協研修センター （23 日実技）

26 月 酸素欠乏・硫化水素危険作業 建荷協研修センター

9 2 月 フルハーネス型安全帯特別教育 牛久市商工会館  ○ 

3 4 火 水
高所作業車の運転

建荷協研修センター （学科）

5 6 木 金 建荷協研修センター （実技）5、6 日のいずれか

10 11 火 水 小型移動式クレーンの運転
（申込み受付先はつくば市商工会）

石下建設会館  ○（学科）

12 13 木 金 石下建設会館駐車場  ○（実技） 12、13 日のいずれか

17 18 火 水
玉掛け

ひたちなか商工会議所会館  ○（学科）

19 20 木 金 建荷協研修センター  ○（実技）19、20 日のいずれか

23 24 月 火 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

 注 : 技能講習の実技講習日は、申込先着順に指定します。

＊備考欄に「○」がある講習は、特定の団体から要請があり開催する講習会になりますので、

　　一般での受講を希望する方は予め受講残余の枠を確認して下さい。
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ちょっと一言

本県では、2019年9月に「翔べ　羽ばた
け　そして未来へ」というスローガンの
もと、45年ぶりとなる「第74回国民体育
大会（愛称：いきいき茨城ゆめ国体）」
が開催されます。

スポーツをする人も、見る人も、県民
全てがスポーツのもたらす感動を共有で
きる大会になりますとともに、「魅力あ
るいばらき」の発信になりますよう、祈
念いたします。 （S）

58兆円超に上方修正
31年度の建設投資見通し31年度の建設投資見通し

保証事業の概況を報告
保証事業茨城協議会が定例会

建設経済研究所と経済調査会経済調査研究所は、
「建設経済モデルによる建設投資の見通し」（平成 31
年１月版）を公表しました。

国の 30 年度第１次・第２次補正予算および 31 年
度当初予算の事業費を反映させた結果、大幅に上方
修正しており、30 年度の建設投資は前年度比１.５％
増の 56 兆 8400 億円、31 年度は同比２.４％増の 58
兆 2200 億円と予測しています。

昨年 10 月推計との比較では、30 年度は 1700 億
円増、31 年度は３兆 700 億円増の大幅な増加となり
ました。建設投資が 58 兆円を超えるのは 60 兆円
を下回った 14 年度以来で、30 年度の建設投資も14
年度と同水準になる見込みです。

東日本建設業保証㈱茨城支店では、保証事業の
健全な発達と円滑な運営に資するために設置してい
る保証事業茨城協議会（会長＝石津健光本会会長）
の平成 30 年度定例会を1 月30 日、水戸市の水戸プ
ラザホテルで開催しました。会議では、本年度 12 月
期における業務概況の報告等がありました。

年度 平成27 平成28 
（見込み）

平成29 
（見込み）

平成30 
（見通し）

平成31 
（見通し）

名目建設投資 
（対前年度伸び率）

509,828 
-0.3%

535,700 
5.1%

560,200 
4.6%

568,400 
1.5%

582,200 
2.4%

名目政府建設投資 
（対前年度伸び率）

212,752 
-6.9%

223,800 
5.2%

230,400 
2.9%

229,500 
-0.4%

244,400 
6.5%

名目民間住宅投資 
（対前年度伸び率）

147,439 
4.4%

156,800 
6.3%

159,900 
2.0%

162,000 
1.3%

160,500 
-0.9%

名目民間非住宅建設投資 
（対前年度伸び率）

149,637 
5.7%

155,100 
3.7%

169,900 
9.5%

176,900 
4.1%

177,300 
0.2%

3月は
「労災防止強調月間」です

建設業労働災害防止協会
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